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要　　旨

　発達障がいに対する社会の認識が進んできている中で，学童期の軽度発達障がい児への支援の必要
性が指摘されている。そのような背景を受けて，南山大学瀬戸キャンパス保健室では 2013年より，
教職課程を履修中のボランティア大学生による，軽度発達障がいを持つ小学生を対象とした個別学習
支援グループ『キッズゼミ』と，その母親の心理的支援を目的とした『ママゼミ』を開始した。本稿
では，母子に対して自尊感情や不安に関するアンケート調査を実施し，その結果から短期間の関わり
である『キッズゼミ』『ママゼミ』の効果を分析し，母子の関連について考察を加える。

はじめに

　平成 17年に発達障害者支援法が施行され，障がい特性に合わせた個別支援のニーズが社会的に
高まり，教育現場では様々な取り組みや研究がおこなわれている5）14）。就学後，学校での学習は児
童にとって重大な課題の一つであるが，通常学級に在籍する軽度発達障がい児にとっては困難を伴
う課題である。彼らは特性ゆえに聞き取りや書き取りに困難が生じ，学校において優先される集団
指導の下ではついていけず躓くことが指摘されている2）6）。その躓きは，自尊感情の低下や不安の
増大といった二次障害に繋がり，その後の発達過程の足かせになってしまうリスクもまた指摘され
ている。そのため，学童期の軽度発達障がい児への支援の一つとして，学習を支援する取り組みが
始まっている1）8）10）。
　こうした社会的な背景を受け，南山大学瀬戸キャンパス保健室では 2013年度より，教職課程を
履修中のボランティア大学生による，軽度発達障がいを持つ小学生を対象とした個別学習支援グ
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ループ『キッズゼミ』を開始した22）。障がい特性に応じた学習支援が受けられないことにより，集
団指導の中で失敗や挫折感を募らせた結果，自己評価が下がり自信をなくしている軽度発達障がい
の子どもたちを想定し，「特性を理解した大学生と苦手科目を学習することを通して，よりよい対
人関係作りと子どもの適応行動の増加を目指す」ことを目的としている22）。
　また，『キッズゼミ』を開始した当初から，母親のピアサポートグループ『ママゼミ』も並行し
て運営してきた21）。見えない障がいであるがゆえに子どもの特性理解に苦労し15），受容することの
困難が大きく，ストレスが大きいと言われている発達障がい児を育てる母親が3）17），同士ならでは
の苦労や悩みを互いに相談しあい，サポートできる場所を提供することが目的である。

目的

　特性を理解され，各個人に合わせた学習を行うこと，できたことを認めてもらうことにより，自
己肯定感の回復を目指して活動している『キッズゼミ』であるが，約 3か月間にわたる全 10回と
いう短期的な支援である。参加率の高さや，子どもたちが喜んで通ってくる様子から22），短期的な
関わりにおいても効果を期待できるのではないかという印象を持っている。『ママゼミ』でも同様に，
次年度の継続を望む声や，実際に繰り返し申し込む方が多く，母親の心理的サポートの場として機
能している印象を持ってきた。
　そのため 3年目を迎えた今回は，①児童に対して自尊感情や不安感情に関するアンケート調査を
実施し，その変化を分析し，考察を加える。また，②『ママゼミ』においては自尊感情に関するア
ンケート調査を実施し，その変化を分析する。そして，③両者の結果をふまえ，児童と母親の相互
作用について考察することを目的とする。

対象と方法

　8人の児童が『キッズゼミ』に参加し，7人の母親が『ママゼミ』に参加した。口頭と書面上で
本研究について説明し，同意を得られた児童 8人と，その母親 7人を対象とした。参加児童の概要
を表 1に示す。

Ⅰ．『キッズゼミ』
　診断が確定していることを条件として，大学近隣の医療機関と発達支援機関を通して参加児童を
募集した。応募者には，精神科医である保健室長との事前面談を受けてもらうことも条件とした。
　実施日時は原則として水曜日の午後 16時～ 17時半とした。これは大学生ボランティアが参加可
能である講義のない時間帯と，小学生の参加可能な放課時間を考慮して初年度より設定している。
1回は 90分で，導入部の始まりの会（15分），国語と算数の学科学習時間（各 30分），終了部の終
わりの会（15分）の 3部構成とした。期間および実施回数は，5月中旬から 8月下旬まで，全 10
回とした。場所は大学内の会議室を利用した。
　学習支援のスタッフとして，ボランティア大学生 4人と，筆者ら修学支援コーディネーター 2人
（看護師 1，臨床心理士 1），精神科医である保健室長の計 7人が受け持った。
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　実施の前後（事前面談時と最終日）に，記名式でアンケート調査を実施した。

表 1　『キッズゼミ』参加児童の概要

児童 診断名 性別 学年

A 高機能自閉症 男 1

B 高機能自閉症 男 1

C 広汎性発達障害 女 2

D 自閉スペクトラム症 男 2

E 多動傾向を伴う広汎性発達障害 男 3

F アスペルガー症候群 男 4

G 広汎性発達障害 男 4

H 自閉スペクトラム症 男 5

Ⅱ．『ママゼミ』
　参加が確定した児童の母親に『ママゼミ』を紹介し，任意で参加者を募集した。毎回の参加は絶
対条件ではない。実施は『キッズゼミ』の時間と並行して行い，母親同士のフリートークを基本と
した。場所は『キッズゼミ』の会場に近い会議室を利用した。
　フリートークの進行役として，コーディネーターである看護師 1人が参加した。
　実施の前後（初日と最終日）に，記名式でアンケート調査を実施した。

Ⅲ．児童用質問紙調査表
　山本ら（1982）の邦訳した，ローゼンバーグの自尊感情尺度 10項目と，中山ら（2011）の作成
した児童用自尊感情尺度から学習に関する 5項目を選出し，合計 15項目を 4件法で求めた（15～
60点）。なお，前者の 10項目は小学生が理解しやすいよう表現を改めた。
　学習場面における児童の感情状態を図るため，State-TraitAnxiety Inventory for Children（STAIC）
日本語版を使用した。児童が回答する際の負担を減らすため，また，学習場面での状態不安を測定
する目的だったため，A-State20項目のみを 3件法で求めた（20～ 60点）。自尊感情尺度と合わせ
て合計 35項目とした。

Ⅳ．母親用質問紙調査表
　山本ら（1982）の邦訳した，ローゼンバーグの自尊感情尺度 10項目を使用し，5件法で求めた（10～
50点）。
　また，母親自身と我が子に対する気持ちの変化を調べるため，下記の項目に対する評価を，それ
ぞれ 5件法で求めた。
　　①「自分をほめてあげたいと思うことがある」
　　②「子どもをほめてあげたいと思うことがある」
　　③「お子さんの学習意欲に満足している」
　　④「お子さんの学習への取り組み方に満足している」
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　　⑤「お子さんとの関わりの中で困ってしまうことがよくある」

　研究プロトコールは南山大学「人を対象とする研究」の研究審査委員会の承認事項に則り，本研
究はこれに従って行われた。なお，ここで提示する事例については，プライバシー保護の観点から
本質を損なわない程度に変更を加えてある。

結果

Ⅰ．『キッズゼミ』
　事前面談は予定通り参加希望の全親子に実施した。事前面談で得られた情報と，第 1回の様子か
ら，学習環境や各児童の今後の学習課題や方法を検討した。
　なお，開始当初から心掛けている構造の視覚化は今年度も『キッズゼミ』全体を通して配慮し，
子どもたちが『キッズゼミ』で行うことや居場所をわかりやすく提示した22）。

①実施形態
　児童 2人に対し担当者 1人を配置。個別対応に近い環境を作るため，部屋の 4隅それぞれに 3人
掛けの長机（計 4台）と椅子（計 12脚）を配置。各机で児童 2人の間に学習支援担当者 1人が入
る形をとった。担当者を挟んだ児童 2人は，個別で担当者とその日の学習リストを作成し，個々の
予定に沿って学習を進めた。
　他児の姿が視界に入らないよう，全員が壁を向いて座るようにした。座席は固定にし，毎回ネー
ムプレートを置いた。
　子どもたちの参加意欲を持続しやすくするため出席表兼スタンプ表を作成した。ゴール（お楽し
み）を目指して 1回の参加ごとにスタンプを貼っていくようになっており，ご褒美として最終日に
は学生達が作成した表彰状を授与した。

②質問紙調査表
　ローゼンバーグの自尊感情尺度 10項目と，児童用不安感情尺度 STAICの 20項目については欠
損値が多く，前後を通して有効回答を得られた児童が少なかった。そのため，学習に関する自尊感
情尺度 5項目で得られた結果を示す。

学習に関する自尊感情
　中山ら（2011）の作成した児童用自尊感情尺度から選出した学習に関する 5項目については，実
施前後を通して 4人の児童から有効回答が得られた。実施前平均得点は 8.75（± 3.5）であり，実
施後平均得点は 10.5（± 3.32）であった。図 1に示したのが，学習に関する自尊感情尺度得点の児
童別変化である。4人中 3人が得点の上昇を示したが，児童 Cのみ多少の減少を示した。
　図 2は，学習に関する自尊感情の項目別平均得点の変化である。5項目の内容は以下の通りで，
11）13）14）は逆転項目である。
11）私は勉強があまり得意ではありません。
12）自分の成績はよいと思います。
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13）私は勉強するときに時間がかかります。
14）私は学習のやり方がよく分かりません。
15）私は学習に進んで取り組んでいます。
　図 2に示した結果を見ると，一番大きな変化が現れたのが，13）私は勉強するときに時間がかか
ります，であり，得点の上昇を示した。次いで，14）私は学習のやり方がよく分かりません，も得
点の上昇を示した。これらは逆転項目であるため，児童全体の傾向として，それぞれの感覚が軽減
したという結果となった。

図 1　学習に関する自尊感情尺度得点の児童別変化

図 2　学習に関する自尊感情尺度得点の項目別平均得点の変化

Ⅱ．『ママゼミ』
　『キッズゼミ』と並行して，予定通り 10回実施となった。『キッズゼミ』に参加した児童の母親が，
全員出席する形となった。
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①質問紙調査
ローゼンバーグ自尊感情
　実施前後を通して有効回答が得られた母親は 5人であった。実施前平均得点が 28（± 2.4）実施
後平均得点が 30（± 3.4）であった。母親別の得点変化を見ると，5人中 4人の得点が上昇したが，
CMのみ得点が減少した（図 3）。なお，母親のアルファベット表記の頭文字は，それぞれの児童
の表記と対応させたものであり，Mは母親を表している。

図 3　自尊感情尺度得点の母親別変化

母親自身と我が子に対する気持ちの変化
　実施前後を通して有効回答を得られたのは 5人であった。項目別に平均得点の変化を見ると，得
点変化が一番大きく表れたのは，1）自分をほめてあげたいと思うことがある，であった。次い
で，3）お子さんの学習意欲に満足している，4）お子さんの学習態度に満足している，であった。
2）子どもをほめてあげたいと思うことがある，はほぼ変わらない数値を示し，5）子どもとの関わ
りの中で困ることがある，では多少の減少が見られた（図 4）。

図 4　母親自身と我が子に対する気持ちの項目別平均得点変化
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考察

Ⅰ．児童の学習に関する自尊感情の変化
　まず，学習に関する自尊感情項目の欠損値が少なかった要因について考える。この要因の一つと
しては，項目の表現が考えられる。児童用として作成された中山らの尺度の表現が『キッズゼミ』
の参加児にとってもわかりやすかったことが推測された。
　また，もう一つの要因として考えられるのは，学習場面における自己イメージの形成されやすさ
である。心理社会的なパーソナリティの発達段階論をまとめたエリクソン7）によると，学童期の子
どもたちは「I am what I learn（私は学ぶ存在である）」であり，「どんなことでどんなに忙しいか，
というふうに思われたがって」いたり，「物事をうまくやりたいと願う」段階であると述べている。
その段階の中で，自分なりに役になっている，何かを生み出せるという「生産性」を発達させると
いう。しかし，この段階でうまくいかないと，自分に対する「不全感」や「劣等感」が過剰に引き
起こされてしまう危険をはらんでいる。
　このような発達段階のなか，通常学級で毎日授業を受けている軽度発達障がい児の多くは，集団
指導のペースについていけるか，先生の質問が分かるか，周囲の子は答えられているかなど，常に
自分自身の成果が問われるような感覚と隣り合わせである。そのため，社会性や想像性の障害11）が
あり，抽象的な自己理解や客観視が苦手と言われている発達障がい児でも，学習場面での自己イメー
ジは形成されやすいことが推測された。これらが，本研究での有効回答の差として表れたのではな
いかと考えられた。
　次に，図 2に示した学習に関する自尊感情尺度得点の動向について述べる。全体では実施後の得
点が上昇しており，『キッズゼミ』を通して学習に関する自尊感情が向上した可能性が推測された。
項目別に比較すると，「私は勉強するときに時間がかかります」と，「私は学習のやり方がよく分か
りません」，の 2項目において得点変化が大きく，上昇を示していた。2項目とも逆転項目であり，
子どもたちの中でこれらのネガティブな感覚が軽減したと理解できる。つまり，学習に関するネガ
ティブなイメージが緩和され，結果的に学習に関する自尊感情得点の上昇につながったと考えられ
た。図 3に示した児童別の推移をみると，4人中 3人が実施後の得点が上がっており，このことか
らも『キッズゼミ』を通して，学習に関するネガティブな自己イメージが緩和されたという可能性
が支持でき，短期間の学習支援においても良い変化をもたらすことが出来ると考えられた。

Ⅱ．『ママゼミ』参加者の変化
　まず，ローゼンバーグ自尊感情尺度得点の動向について述べる。有効回答を得られた 5人の平均
では実施後の得点が上昇しており，図 3に示した母親別得点変化を見ても 5人中 4人に得点の上昇
が見られた。このことから，『ママゼミ』が，母親の自尊感情の向上に寄与できた可能性が推測された。
　次に，母親自身と我が子に対する気持ちの変化について検討する。図 4に示した項目別平均得点
変化を見ると，「自分をほめたいと思うときがある」の得点が一番上昇し，次いで「子どもの学習
意欲に満足している」「子どもの学習態度に満足している」が同じ程度の上昇を示している。この
結果から，『キッズゼミ』に通う子の姿を見ることによって，子どもの学習意欲や態度には満足感
を得られたが，子どもをほめるよりも，自分をほめたいという気持ちが動きやすかった可能性が考
えられた。これは，普段母親たちがいかに子どものことを心配し，工夫をし，心を砕いているかと
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いうことの表れではないかと思われる。だからこそ，よい変化が見られると自分の苦労が報われた，
という気持ちになり，自分をほめたい，認めたいと感じるのではないだろうか。これらの自己肯定
感は，『ママゼミ』が母親たちにとって受容しあえる場所だと認識されたからこそ表出され，結果
に映し出されたとも考えられた。あるいは『ママゼミ』で自己肯定的感が安定したからこそ「子ど
もの学習意欲」や「学習態度」にも目が向き，子どもへのポジティブな評価が生まれたという循環
も考えられる。この因果関係は明確にはできないが，何らかのポジティブな引き金から，ポジティ
ブな反応が引き出される正の連鎖が，『ママゼミ』という短期間のグループの中で生じたことが推
測できた。

Ⅲ．児童と母親の関連について
　児童と母親の質問紙調査の結果から，短期間においても有効な変化を与えられていた可能性が示
された。児童においては，学習場面でのネガティブな自己イメージの緩和であり，母親については
自己肯定感の安定と子どもへのポジティブな評価の増大である。これらは，『キッズゼミ』『ママゼミ』
の環境設定や運営内容による効果が考えられる一方で，児童と母親の相互作用による効果もまた考
えられた。つまり，適切な配慮のある学習支援により，児童らの学習に関するネガティブな自己イ
メージが緩和された結果，学習への意欲や態度も向上していった。このような子どもたちの成長を
目にし，子どもらを評価すると共に母親らの自己肯定感が向上した。更に，同じ悩みを抱える『マ
マゼミ』での自己表出によって自己肯定感や自尊感情が安定した母親は，子ども達の頑張りを肯定
的に捉えることが出来るようになり，児童らの学習に対するネガティブな自己イメージの緩和の促
進に影響を与えた，というポジティブな連鎖である。
　このように，母親の自尊感情と児童の自尊感情は学習支援を通して相互に作用を及ぼしあってい
る可能性が考えられたが，それは図 1と図 3の比較からもうかがえる。図 1は児童別の学習に関す
る自尊感情尺度得点の変化を示しており，図 3は母親別のローゼンバーグ自尊感情尺度得点の変化
を示しているが，児童 C，D，E，Gと，その母親 CM，DM，EM，GMの得点推移が非常によく
似ている。減少を示したのは児童では Cのみ，母親では CMのみで母子が一致した。また，上昇
した中で一番得点が伸びたのが児童は Eで，母親では EMであり，ここでも母子が一致する結果
となり，お互いの自尊感情が相互に影響を及ぼしあっている様相が示された。しかしそれは，今ま
で述べてきたような正の作用だけではない。そこで次に，自尊感情尺度得点の減少を示した児童 C
と母親 CMについて述べる。

Ⅳ．児童Cと母親CMについて
　事例の概要について述べる。Cは『キッズゼミ』に全回出席した。学校の学習内容を先取りして
いくほどであり，学習能力には問題のない児童であった。母親 CMも Cの学習能力には心配をし
ていなかった。しかし，対人緊張が非常に強いことと，コミュニケーションの問題を抱えており，
特別支援学級に在籍していた。『キッズゼミ』参加時期は，学級担任との意思疎通がうまくいかず，
ストレスを募らせて学校の授業に集中できなかった時期と重なっており，家では学校のことで癇癪
を起こすことが頻発していたということであった。母親 CMは，コーディネーター役として学校
と連絡を取り合い，また母親として Cの癇癪を受け止めていたが，進展のない事態に疲れ，「Cを
落ち着かせるのが大変」だと『ママゼミ』で悩みを打ち明けていた。
　次に，それぞれの質問紙調査結果の内訳をみていく。Cの学習に関する自尊感情尺度において，
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逆転項目である「私はあまり勉強が得意ではありません」の得点は減少し，勉強が得意ではない感
覚が高まった。また，「自分の成績はよいと思います」の得点も減少を示し，結果として学習に関
する自尊感情尺度得点全体が減少した。一方母親である CMの結果を見ると，ローゼンバーグ自
尊感情尺度得点の減少の他に，母親自身と子どもに対する気持ちの変化に関して，「子どもをほめ
てあげたいと思うことがある」と，「お子さんの学習への取り組みに満足している」の項目で得点
が減少していた。
　概要から，それぞれの自己評価の低下には学校での問題が大きく，『キッズゼミ』や『ママゼミ』
以外の要因が働いていたことが考えられる。Cにとっては担任の先生とのすれ違いが発端となって
おり，母親にとっては進展のない事態が重くのしかかっていた。そのため，この事例に関しては短
期間の学習支援を通しての効果を要因として述べることが出来ないが，母親の自尊感情得点の低下
と同時に，普段は認めている子どもへの評価が下がっている点，子どもの自尊感情の低下も同時に
生じている点に着目したい。これらの変化が同時に生じている点は，ポジティブな変化を示した他
の事例と一致していた。つまり，事例 Cでは母子の自尊感情の低下というネガティブな連鎖が生
じていた可能性も考えられる。母子の自尊感情の様相が相互に影響を及ぼすのは，正の効果がある
ときだけでなく，ネガティブな相乗効果によって母子双方の自尊感情が低下してしまう危険がある
ことが考えられた。

総合考察

　調査結果から，母親の変化と児童の変化との関連が示唆された。自尊感情と養育態度の関係を調
査した加藤ら9）の研究からは，自尊感情の高い母親は子どもとの関わりをポジティブに感じ，適切
な関わりに繋がりやすいことが指摘され，結果的に子どもの自尊感情が育まれやすいことが示唆さ
れている。
　『キッズゼミ』は「特性を理解した大学生と苦手科目を学習することを通して，よりよい対人関
係作りと子どもの適応行動の増加を目指す」ための児童に対する学習支援だったが，児童と母親は
切り離せない関係であり，母親を支援することが児童の支援にもつながることが示唆される結果と
なった。発達障がい児を育てる親は，見えない障害であるがゆえに，子どもへの期待と落胆を繰り
返すことになり，障がい受容が難しく15），また周囲からの理解も得られにくい。さらに，1人の親
が療育者役割やコーディネーター役割などの様々な社会的役割を果たす必要があるため20），母親の
心のバランスは崩れやすいことが容易に推測でき，児童への負の影響も懸念される。今までは『キッ
ズゼミ』の補助的な位置づけであった『ママゼミ』であるが，母親支援にもより力を入れていくこ
とが望まれているのではないだろうか。Cの母親は学校での理解の得られなさや疲労により心のバ
ランスを崩しかけていた状態と捉えることもできるが，短期間の『ママゼミ』では支え続けていく
ことが難しかった。この事例のような母親をいかに支え，どのように負の連鎖を食い止めていくか
を検討していくことが，今後の児童期の軽度発達障がいに対する支援発展のための課題の一つだと
考えられる。母親のポジティブな反応を引き出すものとして，周囲からのサポートや子どもの成長，
障がいに関する情報，自分の時間の確保等が重要であることが親支援の研究から明らかとなってき
ている3）4）23）。これらを参考にし，『ママゼミ』でのプログラムや支援方略等を検討していきたい。
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